
【基本理念】 未来へつながる豊かな心を育む

学校教育 社会教育・家庭教育支援

安全・安心な
学校環境

①健やかな体の
育成（体）

②豊かな心の育
成（徳）

③確かな学力の
育成（知）

④特別支援教育
の充実

⑤幼児教育の充
実

①学校、園施設
設備の整備

②望ましい教育
機会・環境の確
保

③不登校対策の
充実

④幼保、小中連
携の充実

①家庭支援の充
実

②地域と連携し
た学校運営

学習機会の充実と
地域支援・家庭教
育支援の推進

芸術文化の振興と
地域資源の継承

生涯スポーツ推進
と指導者の育成

①自主的な学び
を支える環境・
施設設備

②地域と連携し
た家庭教育支援

③社会全体で育
む読書活動の推
進

①芸術文化活動
の活性化と担い
手育成

②文化財の適切
な保存と郷土学
習の推進

①安全・快適な
スポーツ環境の
適正管理

②全世代のスポー
ツ親和と健康づく

りの推進

③競技スポーツ
の支援

｢生きる力｣を
育む学校教育

家庭や地域の
教育力向上

【基本目標】
生涯教育の推進による学習・スポーツ環境の整備、文化財などの
地域資源の理解を通して、人のつながりや地域の絆を深めます

目標指標「自主的な活動に取り組んでいる人の割合」

【基本目標】
学校環境の整備、適応支援、特別支援を進め、子どもたちが意欲
をもって学べる教育環境の整備に取り組みます

目標指標「意欲をもって自ら進んで学ぼうとする児童生徒の割合」

【施策の展開】

【基本施策】

【重点施策】「未来の創り手をまち全体で育む」
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〇計画期間
令和８年度（２０２６）～令和１２年度（２０３０）

【５年間】

〇計画の位置づけ
・教育基本法第１７条第２項に規定する金ケ崎町の計画
として策定するもの
・第１２次金ケ崎町総合計画の部門別計画としての位置
づけを持ち、整合性を確保しながら推進するもの

〇前計画（令和３年度～７年度）の主な取組状況と課題

【視点】前計画では、(1)学校・家庭・地域 連携による
教育の推進、(2)未来を担う次世代を育む学校教育の推進、
(3)生涯を通じて学び、学びを活かす人づくりの推進、(4)
歴史を伝え活かす人づくりの推進—の４つの視点で取り
組んだ。

(1)学校・家庭・地域 連携による教育の推進
【成果】コミュニティ・スクールや見学学習などの

目標指標を達成。
【課題】地域との連携についての会議の場は設置さ

れたが、地域人材の不足や学校の課題の共
有など、十分な活用に至ってない。

(2)未来を担う次世代を育む学校教育の推進
【成果】英語教育が県平均を大きく上回り、GIGAス

クール関連の環境整備が前進。
【課題】通信環境の改善、不登校や特別支援への支

援強化、外国籍児童への日本語指導、デジ
タル社会における情報リテラシー等の育成。

(3)生涯を通じて学び、学びを活かす人づくりの推進
【成果】講座開催数や、スポーツ実施率（健幸ポイ

ント事業の効果等）が目標を達成。
【課題】生活様式やデジタル化の変化に伴い、施設

利用者数や図書貸出冊数が未達のため、新
たなニーズに対応した環境整備が必要。

(4)歴史を伝え活かす人づくりの推進
【成果】文化財数や企画展・学習会の開催回数など

指標を達成。
【課題】無形民俗文化財の活動休止団体への対応や、

文化財施設におけるリピーター獲得および
集客に向けた効果的な方策の検討。

目標指標 現状値 目標値

学校教育
意欲をもって自ら進んで学ぼうと
する児童生徒の割合

〈小５〉79.0％
〈中２〉84.0％

〈小５〉84.0％
〈中２〉89.0％

社会教育・家庭教育支援
自主的な活動に取り組んでいる人
の割合

70.3％ 72.0％

本計画では基本理念の実現に向け、前計画の成果と課題、及び国の教育振興基本計画、岩手県教育振
興計画を踏まえ、「学校教育」と「社会教育・家庭教育支援」の２つの視点から教育施策の基本的方向
を定める。

【施策の柱】

【目標指標】
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